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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第１四半期連結
累計期間

第62期
第１四半期連結
累計期間

第61期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 6,577,630 6,056,581    28,931,683

経常利益（千円） 342,308 149,820    1,576,199

四半期（当期）純利益（千円） 207,294 64,593     809,159

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
202,702 52,124     876,117

純資産額（千円） 4,731,487 5,634,681    5,704,074

総資産額（千円） 16,394,42118,382,099    20,631,592

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
74.34 24.66     312.39

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ －     －

自己資本比率（％） 28.9 29.6     26.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　

４．当社は平成25年４月１日付で、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

(1）業績の状況

  当第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）におけるわが国経済は、政府のデフ

レ脱却、円高脱却を目指したさまざまな経済再生政策、そして、日本銀行による積極金融緩和策により、円安、株高が

進行し、未だ実体経済への具体的効果は見えないものの景気回復への期待感は膨らんできているように見受けられ

ますが、一方、中国における経済成長率の鈍化、円安による輸入価格の上昇等、国内景気の押し下げ要因もあり、尚、

先行きの不透明感が残る状況となりました。

　当社グループの属する防災業界におきましても、民間設備投資は下げ止まりつつあるものの、電力料金の値上げ、

公共投資の抑制等の影響により、依然として先行きの不透明感は払拭できませんが、政府の打ち出すさまざまな経

済再生政策への期待感が見受けられます。

　このような経済状況のもと、当社グループは、引き続き、消火・防災に関わる総合防災企業としての位置付けを強

化すべく、積極的な営業活動を推進してまいりました。また、各種消火・防災設備、消火器、消防自動車の製造そして

それらのメンテナンスを通じて世の中に安心・安全を提供し、より良質な社会インフラを構築するという社会的使

命を果たすべく、社会全体の防災意識が益々高まるなか、環境に最大配慮した消火・防災製品、システム作りにもグ

ループ一丸となって注力しております。

　当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は6,056百万円（前年同期比521百万円減少）となりました。

これは、前第１四半期連結累計期間において大型プラント物件の工事で大きく進捗があったことの反動減によるも

のであります。利益につきましては、工場原価の圧縮、引き続いての経費削減に努めましたが、売上高の減少にとも

ない、営業利益は162百万円（同183百万円減少）となりました。経常損益につきましては、経常利益149百万円（同

192百万円減少）、四半期損益につきましては、税金費用を計上した結果、四半期純利益64百万円（同142百万円減

少）となりました。

　なお、当社は、平成24年10月１日付で、沖電気防災株式会社を子会社化いたしました。これにより、当社グループは、

煙・熱を感知し、報知する自動火災報知設備から消火設備、消火器、そして消防自動車まで、消火・防災にかかるす

べての製品・システム・サービスを提案、提供し、お客様の防災に関わるすべてのニーズにワンストップで応える

ことができる“真”の総合防災メーカー、エンジニアリングカンパニーとして、差別化を強化してまいります。

　当社グループは、各種消火防災設備の設計・施工・保守点検、消火器及び消防自動車の製造・販売、防災関連用品

の仕入・販売等、幅広く防災にかかわる事業を行っており、単一セグメントであるため、業績については営業種目別

に記載しております。なお、平成24年10月１日付で子会社化した沖電気防災株式会社の業績は、平成25年３月期第３

四半期連結会計期間より連結の範囲に含めており、防災設備事業に分類しております。

　営業種目別の業績は、次のとおりであります。

　

　① 防災設備事業

　当第１四半期連結累計期間は、平成24年10月１日付で子会社化した沖電気防災株式会社の業績の組み入れがあっ

たものの、東日本大震災後の大型プラント物件の一巡等により、売上高は3,169百万円（前年同期比323百万円減

少）となりました。売上総利益につきましては、工事原価管理の改善に努めた結果、556百万円（同264百万円増加）

となりました。

　② メンテナンス事業　

　当第１四半期連結累計期間は、改修・補修工事案件が引き続き好調であったものの、工事の先送り等若干の鈍化傾

向を示していることから、売上高は1,494百万円（同47百万円減少）、売上総利益は620百万円（同99百万円減少）

となりました。

EDINET提出書類

日本ドライケミカル株式会社(E25282)

四半期報告書

 3/15



　③ 商品事業

　当第１四半期連結累計期間は、平成23年４月より施行された消火器点検基準の法令改正による消火器の買替え需

要が継続していること、東日本大震災後の防災関連用品の需要についてはここにきて若干落ち着きが見られること

等により、売上高は1,281百万円（同32百万円減少）、売上総利益は158百万円（同34百万円減少）となりました。

　④ 車輌事業　

　当第１四半期連結累計期間は、車輌の引渡しが少なく、機器類の販売が主であったことより、売上高は111百万円

（同118百万円減少）、売上総利益につきましては、車輌製造固定費を吸収できず、10百万円の損失（同12百万円減

少）となりました。　

　

(2）財政状態の状況

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、18,382百万円（前連結会計年度末比2,249百万円減少）となりまし

た。

　流動資産は、14,387百万円（同2,261百万円減少）となりました。主な内容は、現金及び預金2,878百万円（同681百

万円増加）、受取手形、売掛金及び完成工事未収入金7,994百万円（同3,256百万円減少）等であります。

　固定資産は、3,994百万円（同11百万円増加）となりました。主な内容は、有形固定資産1,052百万円（同26百万円

増加）、のれん1,837百万円（同31百万円減少）、投資その他の資産954百万円（同12百万円増加）等であります。

　負債合計は、12,747百万円（同2,180百万円減少）となりました。　

　流動負債は、9,918百万円（同2,034百万円減少）となりました。主な内容は、支払手形、買掛金及び工事未払金

5,861百万円（同1,059百万円減少）、短期借入金2,300百万円（同250百万円減少）等であります。

　固定負債は、2,829百万円（同145百万円減少）となりました。主な内容は、社債480百万円（同80百万円減少）、長

期借入金881百万円（同56百万円減少）、退職給付引当金876百万円（同17百万円減少）等であります。

　純資産合計は、5,634百万円（同69百万円減少）となりました。配当金の支払117百万円及び四半期純利益64百万円

を計上したことにより、利益剰余金が3,116百万円（同53百万円減少）となりました。これらの結果、当第１四半期

連結会計期間末における自己資本比率は29.6％となりました。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費の総額は、30百万円であります。

　　　　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,800,000

計 5,800,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,084,306 3,084,306
東京証券取引所

（市場第二部）　

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は100

株であります。

計 3,084,306 3,084,306 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高 
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年４月１日

（注）　
1,542,1533,084,306 － 171,145 － 171,145

　（注）株式分割（１：２）によるものであります。　

　　

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載すること

ができないため、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　なお、平成25年４月１日付で、普通株式１株につき２株の株式分割を行っておりますが、株主名簿の記載内容が確

認出来ないため、当該株式分割の影響は考慮しておりません。　

　

①【発行済株式】

　 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    　232,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  　1,309,300 13,093

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式数

は100株であります。

単元未満株式 普通株式  　   　 553 － －

発行済株式総数           1,542,153 － －

総株主の議決権 － 13,093 －

　　　

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

日本ドライケミカル

株式会社　

東京都品川区勝島

１丁目５番21号　
　　232,300 　　　　－ 　　232,300 　　15.06

計 － 　　232,300 　　　　－ 　　232,300 　　15.06

　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,197,066 2,878,864

受取手形、売掛金及び完成工事未収入金 11,251,892 7,994,996

商品及び製品 1,272,690 1,417,572

仕掛品 198,632 325,928

原材料及び貯蔵品 766,467 852,028

未成工事支出金 454,495 488,802

繰延税金資産 329,363 234,939

その他 192,968 207,506

貸倒引当金 △14,871 △12,999

流動資産合計 16,648,705 14,387,640

固定資産

有形固定資産 1,025,655 1,052,625

無形固定資産

のれん 1,868,323 1,837,184

その他 146,357 149,701

無形固定資産合計 2,014,680 1,986,885

投資その他の資産 ※
 942,551

※
 954,947

固定資産合計 3,982,886 3,994,459

資産合計 20,631,592 18,382,099

負債の部

流動負債

支払手形、買掛金及び工事未払金 6,920,567 5,861,131

短期借入金 2,550,000 2,300,000

1年内償還予定の社債 160,000 160,000

1年内返済予定の長期借入金 379,250 361,750

未払法人税等 523,785 42,026

未成工事受入金 144,571 274,091

賞与引当金 557,492 122,403

役員賞与引当金 24,246 27,706

完成工事補償引当金 22,134 22,093

修繕引当金 3,200 3,200

その他 666,996 743,667

流動負債合計 11,952,242 9,918,069

固定負債

社債 560,000 480,000

長期借入金 937,500 881,000

退職給付引当金 893,214 876,212

役員退職慰労引当金 101,963 106,769

修繕引当金 31,689 32,889

係争関連損失引当金 25,237 25,237

その他 425,670 427,239

固定負債合計 2,975,275 2,829,348

負債合計 14,927,517 12,747,418
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 171,145 171,145

資本剰余金 2,788,685 2,788,685

利益剰余金 3,169,646 3,116,354

自己株式 △648,142 △648,142

株主資本合計 5,481,333 5,428,041

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 15,076 18,440

その他の包括利益累計額合計 15,076 18,440

少数株主持分 207,664 188,199

純資産合計 5,704,074 5,634,681

負債純資産合計 20,631,592 18,382,099
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 6,577,630 6,056,581

売上原価 5,370,868 4,731,569

売上総利益 1,206,761 1,325,011

販売費及び一般管理費 861,547 1,162,839

営業利益 345,214 162,172

営業外収益

受取利息 41 516

受取配当金 5,762 7,661

受取保険金 9,216 －

受取補償金 5,273 －

その他 2,006 1,309

営業外収益合計 22,300 9,487

営業外費用

支払利息 8,039 10,451

為替差損 2,910 4,149

社債発行費 14,057 －

支払手数料 200 －

持分法による投資損失 － 7,238

営業外費用合計 25,207 21,839

経常利益 342,308 149,820

特別損失

固定資産除売却損 0 64

特別損失合計 0 64

税金等調整前四半期純利益 342,308 149,756

法人税、住民税及び事業税 49,470 7,104

法人税等調整額 85,543 93,890

法人税等合計 135,013 100,995

少数株主損益調整前四半期純利益 207,294 48,760

少数株主損失（△） － △15,832

四半期純利益 207,294 64,593
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 207,294 48,760

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,591 3,364

その他の包括利益合計 △4,591 3,364

四半期包括利益 202,702 52,124

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 202,702 67,957

少数株主に係る四半期包括利益 － △15,832
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【注記事項】

（会計方針の変更）

      　該当事項はありません。

　　　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　　該当事項はありません。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

　※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

投資その他の資産     18,650千円     17,008千円

 　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は次のと

おりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費     29,378千円     43,430千円

のれんの償却額     31,138     31,138

　

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

　　　　１．配当金支払額

 （決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式 115,654 75平成24年３月31日平成24年６月27日利益剰余金 

　　

２. 株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成24年５月14日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得を決議し、平成24年５月15日付で自己株式286,200株（取得価額

798,498千円）を取得いたしました。これにより、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が798,733千円

（286,293株）となっております。

　

当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

　　　　１．配当金支払額

 （決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 117,885 90平成25年３月31日平成25年６月28日利益剰余金 

　（注）当社は平成25年４月１日付で、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。１株当たり配

当額は、当該株式分割前の実績を記載しております。

　

２. 株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）及び

当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

　当社グループは、各種消火防災設備の設計・施工・保守点検、消火器及び消防自動車の製造・販売、防災用品

の仕入・販売等の防災事業の単一セグメントであるため、セグメント情報は記載を省略しております。

　

　　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額     74円34銭     24円66銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 207,294 64,593

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 207,294 64,593

普通株式の期中平均株式数（株） 2,788,484 2,619,670

　　　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　　　　　　　当社は平成25年４月１日付で、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

   平成25年８月12日
    

日本ドライケミカル株式会社    

取　締　役　会　御中    

   
    

 有限責任監査法人トーマツ
    

 
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 中塚　　亨　　印

    

 
指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 佐々田　博信　印

    

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本ドライケミカ

ル株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１

日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本ドライケミカル株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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